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独立行政法人大学評価・学位授与機構が実施した選択的評価事項に係る評価について    

 

１ 評価の目的 

独立行政法人大学評価・学位授与機構（以下「機構」という。）の実施する認証評価は、高等専門学

校の正規課程における教育活動を中心として高等専門学校の教育研究活動等の総合的な状況を評価す

るものですが、高等専門学校にとって研究活動は、教育活動とともに主要な活動の一つであり、さらに

高等専門学校は、社会の一員として、地域社会、産業界と連携・交流を図るなど、教育、研究の両面に

わたって知的資産を社会に還元することが求められており、実際にそのような活動が広く行われていま

す。 

そこで機構では、「評価結果を各高等専門学校にフィードバックすることにより、各高等専門学校の

教育研究活動等の改善に役立てること」、「高等専門学校の教育研究活動等の状況を明らかにし、それを

社会に示すことにより、広く国民の理解と支持が得られるよう支援・促進していくこと」という評価の

目的に鑑み、各高等専門学校の個性の伸長に資するよう、高等専門学校評価基準とは異なる側面から高

等専門学校の活動を評価するために、「研究活動の状況」（選択的評価事項Ａ）と「正規課程の学生以外

に対する教育サービスの状況」（選択的評価事項Ｂ）の二つの選択的評価事項を設定し、高等専門学校

の希望に基づいて、これらの事項に関わる活動等について評価を実施しました。 

 

２ 評価のスケジュール 

機構は、国・公・私立高等専門学校の関係者に対し、評価の仕組み・方法等についての説明会、自己

評価書の記載等について研修を実施した上で、高等専門学校からの申請を受け付け、自己評価書の提出

を受けた後、評価を開始しました。 

自己評価書提出後の評価は、次のとおり実施しました。 

 

23年７月 

８月 

 

10～11月 

 

12月 

24年１月 

 

３月 

書面調査の実施 

評価部会（注１）の開催（書面調査による分析結果の整理、訪問調査での確認事項及

び訪問調査での役割分担の決定） 

訪問調査の実施（書面調査では確認できなかった事項等を中心に対象高等専門学校

の状況を調査） 

評価部会の開催（評価結果（原案）の作成） 

評価委員会（注２）の開催（評価結果（案）の取りまとめ） 

評価結果（案）を対象高等専門学校に通知 

評価委員会の開催（評価結果の確定） 

（注１）評価部会・・・・ 高等専門学校機関別認証評価委員会評価部会 

（注２）評価委員会・・・ 高等専門学校機関別認証評価委員会 
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３ 高等専門学校機関別認証評価委員会委員及び専門委員（平成24年３月現在） 

 

（１）高等専門学校機関別認証評価委員会 

  青 木 恭 介 

揚 村 洋一郎 

荒 金 善 裕 

池 田 雅 夫 

◎落 合 英 俊 

小 島   勉 

神 野 清 勝 

谷 垣 昌 敬 

徳 田 昌 則 

中 原 一 彦 

長 島 重 夫 

野 澤 庸 則 

○長谷川   淳 

日比野   靖 

水 谷 惟 恭 

武 藤 睦 治 

村 井 眞 二 

 

大学評価・学位授与機構客員教授 

日本橋女学館中学校・高等学校長 

東京都立産業技術高等専門学校長 

大阪大学特任教授 

九州大学理事・副学長 

学校法人育英学院常務理事 

豊橋技術科学大学理事・副学長 

京都大学名誉教授 

東北大学名誉教授 

大学評価・学位授与機構学位審査研究主幹 

元 株式会社日立製作所教育企画部シニアコンサルタント 

大学評価・学位授与機構客員教授 

北海道情報大学長 

北陸先端科学技術大学院大学理事・副学長 

豊橋技術科学大学監事 

長岡技術科学大学理事・副学長 

奈良先端科学技術大学院大学理事・副学長 

                           ※ ◎は委員長、○は副委員長 

 

（２）高等専門学校機関別認証評価委員会評価部会 

伊 藤 宏 一 

遠 藤   真 

香 林 利 男 

佐々木   葉 

◎徳 田 昌 則 

○長 島 重 夫 

 中 村   隆 

野 澤 庸 則 

村 田 圭 冶 

 

東京都立産業技術高等専門学校教授 

富山高等専門学校教授 

金沢工業高等専門学校教授 

早稲田大学教授 

東北大学名誉教授 

元 株式会社日立製作所教育企画部シニアコンサルタント 

釧路工業高等専門学校教授 

大学評価・学位授与機構客員教授 

近畿大学工業高等専門学校教授 

                           ※ ◎は部会長、○は副部会長 
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４ 本評価報告書の内容 

（１）「Ⅰ 選択的評価事項に係る評価結果」 

「Ⅰ 選択的評価事項に係る評価結果」では、選択的評価事項Ａ及び選択的評価事項Ｂについて、

当該事項に関わる対象高等専門学校の有する目的の達成状況について記述しています。 

さらに、対象高等専門学校の目的に照らして、「優れた点」、「改善を要する点」がある場合には、

それらの中から主なものを抽出し、上記結果と併せて記述しています。 

 

（２）「Ⅱ 選択的評価事項ごとの評価」 

「Ⅱ 選択的評価事項ごとの評価」では、当該事項に関わる対象高等専門学校の有する目的の達

成状況等を以下の４段階で示す「評価結果」及び、その「評価結果の根拠・理由」を記述していま

す。加えて、取組が優れていると判断される場合や、改善の必要が認められる場合には、それらを

「優れた点」及び「改善を要する点」として記述しています。 

＜選択的評価事項の評価結果を示す記述＞ 

・ 目的の達成状況が非常に優れている。 

・ 目的の達成状況が良好である。 

・ 目的の達成状況がおおむね良好である。 

・ 目的の達成状況が不十分である。 

 

（※ 評価結果の確定前に対象高等専門学校に通知した評価結果（案）の内容等に対し、意見の申

立てがあった場合には、「Ⅲ 意見の申立て及びその対応」として、当該申立ての内容を転載す

るとともに、その対応を記述することとしています。） 

 

（３）「参考」 

「参考」では、対象高等専門学校から提出された自己評価書に記載されている「ⅰ 現況及び特

徴」、「ⅱ 目的」、「ⅲ 選択的評価事項に係る目的」、「ⅳ 自己評価の概要」を転載しています。 

 

５ 本評価報告書の公表 

本報告書は、対象高等専門学校及びその設置者に提供します。また、対象高等専門学校全ての評価結

果を取りまとめ、「平成23年度選択的評価事項に係る評価実施結果報告」として、印刷物の刊行及びウ

ェブサイト（http://www.niad.ac.jp/）への掲載等により、広く社会に公表します。 
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Ⅰ 選択的評価事項に係る評価結果 

 

明石工業高等専門学校は、大学評価・学位授与機構が定める「選択的評価事項Ａ 研究活

動の状況」において、目的の達成状況が良好である。 

 

 

明石工業高等専門学校は、大学評価・学位授与機構が定める「選択的評価事項Ｂ 正規課

程の学生以外に対する教育サービスの状況」において、目的の達成状況が非常に優れている。 

 

当該選択的評価事項Ｂにおける主な優れた点として、次のことが挙げられる。 

○ 経済産業省、高等専門学校等を活用した中小企業人材育成事業に関する事業において採択された、平

成 20 年度「兵庫県における工学系出身でない若手技術者を対象に、ものづくりのための設計・制御に

関する技術を修得させるプログラム」、平成19年度「兵庫県における工学系出身でない若手技術者を対

象に、生産管理、設計・制御に関する技術を修得させるプログラム」、平成18年度「神戸地域における

工学系出身でない若手技術者を対象に、生産管理、設計・制御に関する技術を修得させるプログラム」

について、ほぼすべての講座で定員を満たす受講者を集めることができている。また、アンケートによ

る５点満点の総合満足度評価では、全てのコースについて、４点以上の評価を78～100%の受講者から得

ている。 
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Ⅱ 選択的評価事項ごとの評価 

 

【評価結果】 

目的の達成状況が良好である。 

 

（評価結果の根拠・理由） 

Ａ－１－① 高等専門学校の研究の目的に照らして、研究体制及び支援体制が適切に整備され、機能しているか。 

当校における研究活動の目的は、当校が使命としている三項目のうちの（２）、すなわち、学術研究の

発展に寄与するため、地域の企業、自治体や民間組織などと共同研究を進め、研究活動の成果を教育に還

元することである。研究は全教員が当たり、そのために専門分野で研究実績のある人材を採用し、各教員

が専門とする研究分野に偏りはなく、バランスが取れている。 

教員の資質向上のための制度として、国立高等専門学校機構の在外研究員・内地研究員を活用しており、

その募集と選考が適切に行われている。 

技術教育支援センターは、技術的な教育・研究の支援組織であり、機械系、都市システム・建築系、電

気系の三班構成で、それぞれ技術職員が所属している。 

科学研究費補助金の申請を支援するため、公募情報を全教員へ周知するとともに説明会が実施されてい

る。また、校長・副校長が申請書の査読と助言を行っている。 

研究資金を必要としている教員に研究費を重点配分するため、教育研究支援経費Ａを支給している。申

請に対して学内で選考を行った上で採択し、期間終了後に学内で研究成果の発表会を行っている。この助

成では、専門分野の研究だけでなく、教育改善を目的とした研究にも資金を配分している。 

教育・研究プロジェクト支援室を設置し、各種研究助成募集の情報を管理して各教員に適切に提供する

体制を整えている。 

地域産業界との共同研究等を進めるため、テクノセンターを設置している。センター長の下、共同研究

部門、技術相談部門、教育研修部門と総合企画室が置かれている。事務担当は庶務課専門職員（平成 22

年度からは教育・研究プロジェクト支援室）が当たっており、地域の企業や自治体等、外部からの共同研

究、委託研究、委託試験、技術相談等の窓口業務などを行っている。 

テクノセンター委員会には明石市産業振興財団、東播磨県民局及びＮＰＯ法人技術者集団ＡＣＴ135 明

石など学外からの委員も参加しており、学外の産業支援機関の意見を審議に反映させている。また、民間

企業出身のコーディネータがテクノセンター委員として、地域企業のニーズ調査及びシーズの広報活動を

行っている。 

テクノセンターでは、全教員の研究活動の成果を教育・研究シーズ集としてまとめており、隔年のペー

スで冊子として出版し、ウェブサイトにおいては毎年度更新した内容としている。 

これらのことから、高等専門学校の研究の目的に照らして、研究体制及び支援体制が適切に整備され、

機能していると判断する。 

 

Ａ－１－② 研究の目的に沿った活動の成果が上げられているか。 

選択的評価事項Ａ 研究活動の状況 

Ａ－１ 高等専門学校の目的に照らして、必要な研究体制及び支援体制が整備され、機能しており、研

究の目的に沿った活動の成果が上がっていること。 
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各教員の研究成果は論文発表あるいは口頭発表の形で公表されている。各教員は研究活動の成果を、主

として準学士課程学生の卒業研究や専攻科課程の学生の特別研究のテーマ設定に還元している。これらの

研究テーマには、教員の共同研究、受託研究のテーマも含まれている。また、各教員の専門分野における

研究成果は、授業にも還元されている。教育改善のための研究活動の成果も、授業内容に反映されている。 

科学研究費補助金の受入金額は平成18年度6,620千円、平成19年度6,870千円、平成20年度14,375

千円、平成21年度10,998千円、平成22年度10,924千円である。これらの資金が、研究の成果につなが

っている。 

共同研究・受託研究の件数は増加傾向にある。受託研究では、県内の民間企業・地方公共団体からの受

託が多数を占めている。共同研究、受託研究及び外部からの研究助成金の獲得件数と助成金額は、あわせ

て平成18年度９件9,457千円、平成19年度11件16,934千円、平成20年度17件15,835千円、平成21

年度17件14,237千円、平成22年度（外部からの研究助成を除く）15件4,934千円である。年度により

助成金額にばらつきがあるものの、全体としては増加傾向にある。 

当校が掲げる三つの使命の第２、すなわち「学術研究の発展に寄与するため、地域の企業、自治体や民

間組織などと共同研究を進め、研究活動の成果を教育に還元する」ことについて、卒業研究・専攻科特別

研究へは、研究活動と学会発表等を通して学生の実践的・創造的問題解決能力の育成のために活用するこ

とにより還元しており、また、授業科目へは、「環境工学」においては河道内に群生している竹材を間伐・

炭化し、河川の水質改善に利用する手法を開発し、環境保全の新しい考え方として教育に取り入れること

により、「河川工学」では河道内樹林の役割、防災上の問題点を抽出するともに、自然の営力を考慮した新

しい樹林の動態予測と新しい管理手法の提案を行い、教育に取り入れることにより還元している。 

各種の地域イベントや、イヴニングセミナーにおいて研究成果を一般参加者にもわかりやすい形で解説

している。さらに、明石市産業振興財団等と共催で「高専＆工技センターものづくり支援セミナーｉｎ明

石」を開催し、教員の研究成果を地域に広報している。 

また、研究活動状況や成果についての新聞記事等への掲載が複数ある。 

これらのことから、研究の目的に沿った活動の成果が上げられていると判断する。 

 

Ａ－１－③  研究活動等の実施状況や問題点を把握し、改善を図っていくための体制が整備され、機能しているか。 

教員の研究業績については、採用及び昇任時の選考基準として定められており、それぞれの時期に教員

選考委員会において審査される。また、専攻科課程の審査時においても全教員が業績を審査される。これ

らの審査で、業績が不十分と認められる教員に対しては、校長又は学科長から指導・助言を行っている。

隔年の割合で、校長は全教員と個人面談を実施しており、各教員の教育・研究活動の状況を把握し、必要

に応じて助言を行っている。 

教員の研究活動に対するモチベーションの向上を図るため、教育業績等自己評価が毎年行われている。

この自己評価に他者評価等を合わせて、教育研究活動評価等委員会により分析され、それぞれの教員にフ

ィードバックされるとともに、国立高等専門学校機構の実施する教員顕彰及び、当校の教員表彰の選定に

活用されている。 

卒業研究・特別研究以外での教育への還元については、その内容に適した組織で状況把握と検討がなさ

れる。教育課程表の改定については教務委員会が、実験・実習のような複数教員が担当する科目や学科の

中心的重要科目での内容の変更については各学科が、その状況や問題点を把握し、改善を図っている。た

だし、授業内容はシラバスや授業公開を通じてＦＤ委員会で確認されている。また、開発した教材につい

ては、ＦＤ委員会が把握している。 
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共同研究等に関する状況把握と改善はテクノセンターが担っている。センターの事務は専門的な知識を

要する業務が多いため、平成22年に教育・研究プロジェクト支援室が設置された。平成19年度から、テ

クノセンター長は校長補佐を兼務し、センターの活動状況を企画会議・運営会議に報告している。組織・

部署間における連携の円滑化と、意思決定の迅速化において改善が図られた。また、テクノセンター長の

責任・権限が強化され、指導力を発揮しやすい組織となった。 

平成 20 年度有識者懇談会では、共同研究を中心とする地域連携をテーマとして取り上げ、有識者の提

言は報告書としてまとめられた。この提言は、テクノセンター委員会を中心として検討され、中期計画に

反映されている。 

これらのことから、研究活動等の実施状況や問題点を把握し、改善を図っていくための体制が整備され、

機能していると判断する。 

 

以上の内容を総合し、「目的の達成状況が良好である。」と判断する。 
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【評価結果】 

目的の達成状況が非常に優れている。 

 

（評価結果の根拠・理由） 

Ｂ－１－① 高等専門学校の教育サービスの目的に照らして、公開講座等の正規課程の学生以外に対する教育サービスが

計画的に実施されているか。 

当校における正規課程の学生以外に対する教育サービスの目的は、当校が掲げる三つの使命の第３、す

なわち「地域に根ざした高専という視点から、技術交流や地域の発展に寄与する活動を通じて、教職員・

学生参画により地域社会との連携を図る」ことにある。 

当校が実施している正規課程の学生以外に対する教育サービスには、公開講座、技術講演会、イヴニン

グセミナー、親子で楽しむロボット教室、中学生を対象とした出前事業・トライやるウィーク、一般社会

人も参加可能な知的財産セミナーや技術実習講座（人材育成事業）がある。このほか、近隣の小学校の総

合学習への協力や兵庫県のスーパーサイエンスハイスクールでの理数教育の普及等への協力も行っている。

また、兵庫産学交流会、技術シーズセミナー、技術交流懇談会等において、企業の技術者を対象に、当校

教員の技術シーズを発信することを目的とした専門的な技術講演会を開催している。上記以外の正規課程

の学生以外に対する教育サービスとしては一般市民に対する図書館開放、研究生・聴講生・科目等履修生

の受入がある。 

公開講座については、小中学生の科学への興味喚起や理科離れに対応したものと、一般社会人の生涯学

習意欲にこたえようとしたものに分類できるが、平成20年度以降は小中学生及びその保護者を対象とした

ものを開催している。 

一般社会人対象の技術講演会、イヴニングセミナー及び大学連携ひょうご講座を実施している。 

公開講座は実施年度の前年度の２月末に各学科から企画書が提出され、学科間の日程調整等が行われて

おり、技術講演会、イヴニングセミナーについてはテクノセンター委員会で実施年度の前年度に担当者を

決定している。大学連携ひょうご講座については、テクノセンター委員会で当番学科を決定し、実施年度

の前年度から具体的内容（テーマ）と実施体制を検討し、実施年度においては、ひょうご大学連携事業推

進機構における２回のカリキュラム委員会でテーマと時期、実施体制を検討した後、実施コーディネータ

ーが同機構と打合せを行い実施の準備に入り開講している。 

ロボット関係においては、親子で楽しむロボット教室のほか、地域で開催される各種のロボット教室な

どを通して子供のロボットやものづくりへの関心を高めることを目的としている。これまでに、平成 16

年度から続いている摂津市ロボットフェア、平成18年度のロボカップジュニア2006北近畿ノード大会ｉ

ｎ養父市、平成19年度のロボットフェスタｉｎ加古川、日本機械学会関西支部企画の機械の日・機械週間

記念行事におけるレスキューロボットの展示、ロボット教室ｉｎ姫路、ものづくりキッズクラブ＊めざせ

エンジニア＊、国際フロンティア産業メッセ 2007、平成 20 年度の明石市立天文科学館でのてんもん春分

祭などにおいてロボコンロボットを実演している。また平成20年度からは近畿地区小中学生対象のロボコ

ン大会（きのくにロボコン）を開催し小学生部門、中学生部門にわかれてロボット製作を通じてアイデア

選択的評価事項Ｂ 正規課程の学生以外に対する教育サービスの状況 

Ｂ－１ 高等専門学校の目的に照らして、正規課程の学生以外に対する教育サービスが適切に行われ、

成果を上げていること。 
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を競いあい、ものづくりの面白さを深められるように配慮している。 

出前授業については、当校の教員が中学校で授業を行い、多様なテーマを学んでもらうことを目的とし

たものであり、あらかじめ各中学校に出前授業のテーマ一覧を配布し、テーマや実施日時の希望を聞いた

上で調整して実施している。また、兵庫県の７つの高等学校を拠点として高校生の理数教育の充実を目的

として文部科学省に採択されたスーパーサイエンスハイスクール事業にも参画している。 

トライやるウィークについては近隣の中学生に対して当校の各学科や事務部で、働く場において学習し

てもらうことを目的とし実施している。 

知的財産セミナーは、特許庁、近畿経済産業局、当校テクノセンターが主催者となり、当校学生・教職

員だけではなく、一般社会人に対する知的財産に関する啓蒙を目的として実施している。 

技術実習講座（人材育成事業）は中小企業の技術者を対象として、機械・建築・土木ＣＡＤ、シーケン

ス制御技術や機械加工技術の基礎を学ぶことを目的とし、実施状況している。さらに、平成21年度からは

１年に１回の頻度で技術講演会と同時に交流会を実施している。 

図書館開放は、一般市民に対する学習機会の提供を図ることを目的として平成18年から行っている。 

研究生・聴講生・科目等履修生についても一般市民に対する学習機会の提供を図ることを目的として設

けている制度である。 

また、都市システム工学科では平成19年度と20年度に兵庫県東播磨県民局が主催している東播磨・土

木フェスタｉｎ高砂に協賛して、モルタルで似顔絵をつくろう、アーチ橋の力学、多自然川づくりなどに

ついて、子供から大人まで広く土木技術に興味を持ってもらえるよう協力、展示している。そのほか、兵

庫産学交流会、技術シーズセミナー、技術交流懇談会等については、実施に当たってその都度、テクノセ

ンター委員会等において技術発信のための発表教員とテーマを決定している。 

当校の教育サービスのうち、公開講座、技術講演会、イヴニングセミナー、親子で楽しむロボット教室

等については、新聞記者クラブ、ミニコミ誌、市内コミュニティ・センター、明石市市政だより、当校ウ

ェブサイトを通じて広報を行っており、明石ケーブルテレビからも放映している。また、大学連携ひょう

ご講座は、ひょうご大学連携事業推進機構からのパンフレット等で広報している。 

出前授業、体験学習等は県下の中学校、市内の小学校及び近隣市町村の小学校へ郵送で案内している。

知的財産セミナーは明石市産業交流センター等で広報している。兵庫産学交流会は企業会員、大学・高等

専門学校会員、研究所の会員等へ案内状を送っている。 

技術交流懇談会やシーズセミナーについては、東播磨県民局や近隣の商工会議所、明石市産業交流セン

ター等の協力を得て広報活動を行っている。 

経済産業省、高等専門学校等を活用した中小企業人材育成事業に関する事業において採択された、平成

20年度「兵庫県における工学系出身でない若手技術者を対象に、ものづくりのための設計・制御に関する

技術を修得させるプログラム」、平成19年度「兵庫県における工学系出身でない若手技術者を対象に、生

産管理、設計・制御に関する技術を修得させるプログラム」、平成18年度「神戸地域における工学系出身

でない若手技術者を対象に、生産管理、設計・制御に関する技術を修得させるプログラム」について、ほ

ぼすべての講座で定員を満たす受講者を集めることができている。また、アンケートによる５点満点の総

合満足度評価では、全てのコースについて、４点以上の評価を78～100%の受講者から得ている。 

これらのことから、高等専門学校の教育サービスの目的に照らして、公開講座等の正規課程の学生以外

に対する教育サービスが計画的に実施されていると判断する。 
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Ｂ－１－② サービス享受者数やその満足度等から判断して、活動の成果が上がっているか。また、改善のためのシステ

ムがあり、機能しているか。 

近年、公開講座の開催数が増えており、特にこの２年間での講座数は２倍近くになっている。それは希

望者が増えて同一学科が同一講座を複数回実施していることもあるが、災害関連やロボット技術の講座な

どが望まれており、その要望に応えていることがあげられる。５年間の平均の受講率は76.6％となってい

る。平成22年度の受講率は、93.2％と過去に比べて非常に高く、ニーズに合致した公開講座を実施できた

ことがわかる。 

また、過去５年における親子で楽しむロボット教室の参加者数は年平均256人であり、多くの人がロボ

ットに興味を持っていることがわかる。 

これまで当校で開催している公開講座、親子で楽しむロボット教室、技術講演、体験学習、出前講座な

どにおいてアンケート調査を行っている。その集計結果からは満足しているとの回答が最も多く、実施し

た教育サービスが好評を得ている。アンケート回答から得られた、感想、評価、意見などを集約し、その

内容に応じてテクノセンター委員会で検討を行い、内容の改善に役立てている。特に、公開講座でのアン

ケート調査では、受講者から指摘された事項を次回の開講までに改善に結び付けている。例えば、今後の

開講テーマや実施時期についての要望や、講師の説明や板書の仕方、配布資料の内容、施設設備などにか

かわる要望まで拾い上げて、以降の改善につなげている。 

図書館開放に伴う外部からの過去５年における利用者数は、50人程度であり、約100冊の貸し出しを行

った。また、過去５年に受け入れた研究生の数は22人であり、年度ごとの受入数は少しずつではあるが年々

増加している。 

これらのことから、サービス享受者数やその満足度等から判断して、活動の成果が上がっており、また、

改善のためのシステムがあり、機能していると判断する。 

 

以上の内容を総合し、「目的の達成状況が非常に優れている。」と判断する。 

 

【優れた点】 

○ 子供向けには公開講座、親子で楽しむロボット教室、中学生向けには、体験学習、出前授業、公開

講座、一般社会人に対しては公開講座、イヴニング・セミナー、技術実習講座、大学連携ひょうご講

座、そして、技術者には技術講演会、技術セミナー、知的財産セミナーなど幅広い活動を展開し、開

催した公開講座や技術講座の参加者に行ったアンケート結果ではいずれも満足度が高く良い評価を

得ている。 

○ 経済産業省、高等専門学校等を活用した中小企業人材育成事業に関する事業において採択された、

平成 20 年度「兵庫県における工学系出身でない若手技術者を対象に、ものづくりのための設計・制

御に関する技術を修得させるプログラム」、平成19年度「兵庫県における工学系出身でない若手技術

者を対象に、生産管理、設計・制御に関する技術を修得させるプログラム」、平成18年度「神戸地域

における工学系出身でない若手技術者を対象に、生産管理、設計・制御に関する技術を修得させるプ

ログラム」について、ほぼすべての講座で定員を満たす受講者を集めることができている。また、ア

ンケートによる５点満点の総合満足度評価では、全てのコースについて、４点以上の評価を78～100%

の受講者から得ている。 
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ⅰ 現況及び特徴（対象高等専門学校から提出された自己評価書から転載） 

 

１ 現況 

（１）高等専門学校名  明石工業高等専門学校 

（２）所在地  兵庫県明石市魚住町西岡679-3 

（３）学科等の構成 

学 科：機械工学科,電気情報工学科， 

都市システム工学科,建築学科 

専攻科：機械・電子システム工学専攻， 

建築・都市システム工学専攻 

（４）学生数及び教員数（平成23年５月１日現在） 

学生数：学 科 846人 

    専攻科  63人 

専任教員数： 67人 

助手数： 1人 

２ 特徴 

明石工業高等専門学校は，高専制度創設第一期校と

して昭和37年４月に設置された。開校時は，機械工学科，

電気工学科，土木工学科の３学科であったが，昭和41年

には建築学科が増設され，４学科体制となった。以後，

時代の要請に応えるべく，平成６年には土木工学科が都

市システム工学科へ，平成11年には電気工学科が電気情

報工学科（４年次以降コース制）に改組した。また，平

成８年に専攻科の機械・電子システム工学専攻，建築・

都市システム工学専攻を設置した。 

本校は，「人間味豊かで，創造力があり，如何なる

困難にも屈しない強固な意志と厳しい試練にも耐えうる

強健な身体とを持ち，豊かな教養があり，工学について

の基礎学力が十分で，実践的技術に優れた人物を養成す

る」という教育方針の下に，多数の実践的技術者を輩出

してきた。専攻科設置を機に，さらに「複眼的視野」を

持ち「多次元的システム思考」のできる技術者を育成す

べく新たな教育サービスを提供している。そのために，

他学科科目の履修，単位互換協定に基づく他大学科目の

履修を認めている。また，TOEICスコアに基づく単位認

定のほか，資格取得や検定の成績に基づく単位認定を実

施している。 

平成９年には，産学連携強化を目指して地域共同教

育研究センター（平成12年に明石高専テクノセンターと

改称）を設置した。同センターでは，学内外で定期的に

講演会を開催し，技術者の資質向上や地域の企業・住民

との交流を深める活動を行っている。大学等地域開放特

別事業としては，小中学生とその保護者を対象とした

「親子で楽しむロボット教室」を毎年開催し，好評を得

ている。 

平成16年にＦＤ委員会を設け，教員・学生の自己点

検・評価や授業公開などを行うようになった。また，外

部有識者の意見を学校運営に反映させるため，平成10年

に設置されていた懇話会の活動を引き継ぐかたちで，平

成15年に外部評価委員会を組織し，さらに，平成17年と

平成22年には将来計画・自己点検等委員会の下に認証評

価部会を設置し，自己点検・評価報告書を刊行した。 

平成15年には，「人との関わりや自然や社会との共

生」を掲げた「共生システム工学」教育プログラムが，

兵庫県内の高等教育機関として初めてJABEE認定プログ

ラム（工学（融合複合・新領域）関連分野）として，国

際的な基準を満たす教育であることが認められた。また，

JABEE認定を機に，教育目的・学習教育目標等を見直し，

それにあわせて教育課程の再編を行った。 

卒業生の進路は，就職と大学等への進学である。求

人倍率は最近3年間では10～100倍以上の高率を維持し，

就職希望者の就職率は100％である。大学へ編入する卒

業生は約70％（本校専攻科進学を含む）であり，工学部，

理学部及び農学部といった自然科学系学部だけでなく，

経済学，法学といった社会科学系学部へも編入している。

専攻科修了生の大学院進学率は，ここ数年50～70％とな

っている。 

施設については，教室のAV化や学内LANの構築等の先

進技術を利用した施設を整備している。平成14年には，

教育・研究全般に関する技術的支援と専門的業務を円

滑・効率的に行うために技術教育支援センターを設置し

た。福利厚生の施設では，平成14年に学生相談室を設置

し，平成17年には女子寮を設置した。 

平成16年度からは，独立行政法人国立高等専門学校

機構法により独立行政法人化された。本校も教育の質を

高めて魅力ある学校づくりをし，優れた人材を輩出しつ

づける努力が今後ますます必要であり，地域と連携して，

社会に貢献できる学校づくりをすることが重要な課題と

なっている。 

平成17年度からは，神戸大学海事科学部(H.17)，京

都大学工学部及び工学研究科(H.19)，大阪大学工学部及

び工学研究科(H.19)，広島大学総合科学部及び総合科学

研究科(H.21)と教育研究に関する相互協力の体制を整え

ている。 

産学官の連携事業としては，平成19年にみなと銀行，

明石市と連携協力に関する協定を締結し，また，平成21

年には明石市産業振興財団とも協定を締結し，「高専＆

工技センターものづくり支援セミナーin明石」を開催し

た。 

平成19年度には，国際交流委員会を設置して組織整

備を行い，国際交流活動の推進に取り組んでいる。従来

からのオークランド大学語学研修に加えて平成22年度か

らは，カリフォルニア大学アーバイン校研修留学を実施

している。 
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ⅱ 目的（対象高等専門学校から提出された自己評価書から転載） 

 

1) 本校の使命 

学校教育法第115条，高等専門学校設置基準第２条２，独立行政法人国立高等専門学校機構法第３条，同第12

条３に基づいて，本校の使命を次のように定めている。 

 

本校は，教育基本法の精神にのっとり，学校教育法に基づき，深く専門の学芸を教授し，職業に必要な能力を

育成することを目的に，高等教育機関として社会に対して，三つの使命を担う。 

（１）教育 

   人間味豊かで，創造力があり，いかなる困難にも屈しない強固な意志と厳しい試練にも耐えうる強健な身

体とを持ち，豊かな教養があり，工学についての基礎学力が十分で，実践的技術に優れた人物を養成する。  

（２）研究 

   学術研究の発展に寄与するため，地域の企業，自治体や民間組織などと共同研究を進め，研究活動の成果

を教育に還元する。 

（３）地域連携 

   地域に根ざした高専という視点から，技術交流や地域の発展に寄与する活動を通じて，教職員・学生参画

により地域社会との連携を図る。 

 

2) 教育目的 

教育目的として，次のような前文と４項目を定めている。 

 

本校では豊かな教養と感性を育てるとともに，科学技術の進歩に対応した専門の知識・技術を教授し，以下

の能力を備えた技術者を養成することを教育目的にしている。 

（１）健康な心身と豊かな人間性     （２）柔軟な問題解決能力 

（３）実践的な技術力          （４）豊かな国際性と指導力 

 

3) 学習･教育目標 

本校では，上記の教育目的をより具体化するために，以下に示す８項目の学習・教育目標を設定している。 

 

（Ａ）共生に配慮できる豊かな人間性と健康な心身    （Ｂ）国際性と指導力 

（Ｃ）技術者倫理                   （Ｄ）基礎学力と自主的・継続的学習能力 

（Ｅ）コミュニケーション能力             （Ｆ）柔軟かつ創造的な設計能力 

（Ｇ）実践的な問題解決能力              （Ｈ）多次元的なシステム思考 

 

準学士課程では，上記８項目の学習・教育目標を基本として，一般科目及び各学科それぞれの特徴を反映さ

せた目標を定めている。 

専攻科課程では，大学工学教育による技術者とは異なった視点を持つ「最も得意とする専門技術の知識・能

力を持ちながら，関連する他の専門技術や一般教養の知識・能力を複合した複眼的視野に基づき，人との関わ

りや自然や社会との共生に配慮した多次元的なシステム思考のできる技術者」の養成を目的とし，基本８項目

の下に詳細な目標を定めている。 
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4) 人材養成に関する目的 

「大学設置基準等の一部を改正する省令」の施行に伴い，平成 20 年に，各学科・各専攻における人材の養成

に関する目的を教育上の目的として学則に定めた。 

 

準学士課程 

【機械工学科】 

機械をはじめとする「もの」を対象に，その開発，設計，製造など広範囲な開発・技術部門において十分に

対応できる能力を育成するため，機械系の応用力学，材料，生産技術や制御などに関する基礎教育を重点的に

行う。さらに，機械工学実験，設計製図，工作実習，プログラミングなどの実習教育をきめ細かく行うととも

に，応用展開科目や開発研究を適切に教授することにより，新しい技術発展にも柔軟に対応できる創造性豊か

な実践技術者の養成を目的とする。 

【電気情報工学科】 

高度情報社会を支える重要な要素である電気情報関連分野において，広範化・高度化する技術に対応するた

めに必要な電気，電子，情報，通信分野の基礎教育を第１学年から第３学年において行う。さらに，第４学年

及び第５学年では電気電子工学コースにおいてエネルギー工学，制御工学，通信工学，電子物性工学，また情

報工学コースにおいて情報ネットワーク，情報理論，プログラミング，ソフトウェア工学等の応用科目を教授

する。これらの教育により電気情報関連分野の全般に渡る基礎的能力を持ち，かつ電気電子あるいは情報分野

に関する高度な能力を持つ幅広い分野に対応できる技術者の養成を目的とする。 

【都市システム工学科】 

国土や地域の開発，防災，交通網・インフラ整備，環境保全など，人間の豊かな社会生活を支える都市基盤

を創造するのに必要な測量学，構造力学，水工学，地盤工学，計画学，コンピュータ技術，材料工学，防災工

学，環境工学分野の基礎理論を教授するとともに，工学実験，コミュニケーションスキル，防災マネージメン

トなどの実践的なエンジニアリングデザイン教育を行うことにより，高度な専門基礎学力と自主的問題解決能

力を備え，国際社会に貢献できる創造性豊かな技術者の育成を目的とする。 

【建築学科】 

人間社会の基盤である住宅や建築施設を歴史，文化，自然環境や多様な社会との調和のうちに創造するため

に，計画系，構造系，環境系の専門分野に関する基礎知識として建築計画，建築史，構造力学，建築工学実験，

環境工学や情報処理科目などを教授する。さらに，これらを総合する科目として建築設計演習や建築構造演習

などがある。基礎と応用の教育を通して工学的基礎知識と幅広い教養を併せ持ち，芸術的要素と技術的要素を

統合する豊かな想像力と総合力を持つ人材の育成を目的とする。 

 

専攻科課程 

【機械・電子システム工学専攻】 

機械及び電子システムの設計開発に必要な応用工学系基幹科目やより高度な工学知識を教授・研究し，併せ

て応用的な実技・実習を課すことにより，倫理観とコミュニケーション能力を備え，先端的な生産システムや

工業製品の創造開発に貢献できる技術者の養成を目的とする。 

【建築・都市システム工学専攻】 

都市環境及び建築環境を合理的に計画，設計，構築するのに必要な計画学，構造力学，環境工学の分野を教

授・研究し，併せて応用的な実技・実習を課すことにより，倫理観，コミュニケーション能力を備え，創造力

豊かなエンジニアリングデザイン能力を持ったより高度な専門技術者の養成を目的とする。 
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ⅲ 選択的評価事項に係る目的（対象高等専門学校から提出された自己評価書から転載） 

 

選択的評価事項Ａ「研究活動の状況」に係る目的 

 

明石工業高等専門学校（以下，「本校」という。）では，使命を次のように定めている。 

 

本校は，教育基本法の精神にのっとり，学校教育法に基づき，深く専門の学芸を教授し，職業に必要な能

力を育成することを目的に，高等教育機関として社会に対して，三つの使命を担う。 

（１）教育 

   人間味豊かで，創造力があり，いかなる困難にも屈しない強固な意志と厳しい試練にも耐えうる強

健な身体とを持ち，豊かな教養があり，工学についての基礎学力が十分で，実践的技術に優れた人物

を養成する。  

（２）研究 

   学術研究の発展に寄与するため，地域の企業，自治体や民間組織などと共同研究を進め，研究活動

の成果を教育に還元する。 

（３）地域連携 

   地域に根ざした高専という視点から，技術交流や地域の発展に寄与する活動を通じて，教職員・学

生参画により地域社会との連携を図る。 

 

本校における研究活動の目的は，上記使命の第２項目として定められている。この目的は，以下の法令に基づ

いている。 

高等専門学校設置基準第２条２ 

高等専門学校は，その教育内容を学術の進展に即応させるため，必要な研究が行なわれるように努めるも

のとする。 

独立行政法人国立高等専門学校機構法第３条 

職業に必要な実践的かつ専門的な知識及び技術を有する創造的な人材を育成するとともに，我が国の高等

教育の水準の向上と均衡ある発展を図ることを目的とする。 

同第12条３ 

機構以外の者から委託を受け，又はこれと共同して行う研究の実施その他の機構以外の者との連携による

教育研究活動を行うこと。 

 

実践的かつ創造的な専門教育を実施するためには，その教育内容を常に時代に沿う内容に改編してゆくことが

必要である。このためには，教員が積極的に研究を行い，その成果を教育内容に還元・反映させる必要がある。

このような活動は学生の資質向上に結びつき，ひいては優秀な学生の確保へとつながるものである。また，実践

的な専門教育を行うためには，設備や物品の高度化のための更新や補充は欠くことのできないものである。 

兵庫県・明石市の工業系高等教育機関として，地域産業界の期待に応えるためには，そのニーズを把握するた

めの調査や交流会の開催，あるいは教員が保有するシーズの提供が必要である。これらのニーズとシーズの整合

により，共同研究・受託研究へと発展させる。これらの研究の成果によって，地域産業の発展に貢献する。 

 

選択的評価事項Ｂ「正規課程の学生以外に対する教育サービスの状況」に係る目的 
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高等専門学校の研究活動に対しては，高等専門学校設置基準第３条において「高等専門学校は，当該高等専門

学校における教育研究活動等の状況について，刊行物への掲載その他広く周知を図ることができる方法によって，

積極的に情報を提供するものとする。」と定められている。 

また，独立行政法人国立高等専門学校機構法第３条において，その目的を「職業に必要な実践的かつ専門的な

知識及び技術を有する創造的な人材を育成するとともに，我が国の高等教育の水準の向上と均衡ある発展を図る

ことを目的とする。」と定め，第12条４では「公開講座の開設その他の学生以外の者に対する学習の機会を提供

すること。」と定められている。 

一方，中央教育審議会の答申（平成20年12月24日）では，地域と連携した教育内容･方法の開発を強化すると

ともに地域の社会経済・文化の発展に貢献することを高専に求めている。 

 

本校は，教育基本法の精神にのっとり，学校教育法に基づき，深く専門の学芸を教授し，職業に必要な能力を

育成することを目的に，高等教育機関として社会に対して，三つの使命を担う。 

（１）教育 

   人間味豊かで，創造力があり，いかなる困難にも屈しない強固な意志と厳しい試練にも耐えうる強健な身

体とを持ち，豊かな教養があり，工学についての基礎学力が十分で，実践的技術に優れた人物を養成する。  

（２）研究 

   学術研究の発展に寄与するため，地域の企業，自治体や民間組織などと共同研究を進め，研究活動の成果

を教育に還元する。 

（３）地域連携 

   地域に根ざした高専という視点から，技術交流や地域の発展に寄与する活動を通じて，教職員・学生参画

により地域社会との連携を図る。 

 

これらの使命を達成するために本校の正規課程の学生以外に対する教育サービスの目的は，上記使命の第３項

目の地域連携として定めている。 

 

高専は規模や歴史が既存の大学とは大きく異なる。従来の大学が行ってきた産学官の連携とは異なる高専の個

性，特質を生かした取組みが求められる。地域の地方公共団体や企業をはじめ，地元の住民と密接で地域に根ざ

した課題に取り組み，ともに歩むスタンスが求められる。中小企業を中心とした地域のものづくり基盤技術の向

上は，その様な地道な活動を重ねて達成できるものである。 

明石高専は，本校の学生以外の人に対して研究成果を教育に還元すること（公開講座，教養講座，人材育成事

業など）や，地域との文化的な交流あるいは研究成果の一般への公開を通して，地域の人々に信頼され，頼りに

される高専でありたいと願っている。 

これらの事業の成果は，本校の基盤能力および存在価値の向上に貢献するだけでなく，ひいては本校の学生の

教育・研究に役立つものと考えられる。 
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ⅳ 自己評価の概要（対象高等専門学校から提出された自己評価書から転載） 

 

選択的評価事項Ａ 研究活動の状況 

教員の研究活動を支援するため，技術教育支援センターと教育・研究プロジェクト支援室が設置されている。

資質向上については，在外研究員・内地研究員制度の活用や，自己評価・他者評価の実施とそのフィードバッ

クが実施されている。研究業績の目標のひとつとして，採用および昇任時の選考基準が公表されている。また，

校長および学科長が各教員の状況を把握し，指導・助言を行っている。 

研究資金が必要な教員への支援策として，科学研究費補助金や外部資金の公募情報の提供のほか，説明会の

実施や申請書に対する助言を行っている。また，研究費の重点配分が適切な選考と査定の下で実施されている。

特に，専門分野の研究だけでなく，教育改善を目的とした研究にも資金を配分している。 

各教員の研究成果は論文発表あるいは口頭発表の形で公表されている。各教員はこれらの研究活動の成果を，

卒業研究や特別研究のテーマ設定に還元しているほか，授業内容の改善に還元している。また，それらのこと

は教務委員会，FD 委員会によって審議・確認されている。 

地域産業界との共同研究等を進めるため，テクノセンターを設置している。センターでは専門的な知識を要

する業務が多いため，教育・研究プロジェクト支援室が設置されている。平成 19 年度から，テクノセンター長

は校長補佐を兼務し，組織・部署間における連携の円滑化と，意志決定の迅速化において改善が図られた。ま

た，テクノセンター長の責任・権限が強化され，指導力を発揮しやすい組織となった。 

テクノセンター委員会には学外からの委員が参加しており，意見を審議に反映させている。また，民間企業

出身のコーディネータがテクノセンター委員として，地域企業のニーズ調査およびシーズの広報活動を行って

いる。 

テクノセンターの組織改編の結果として，共同研究・受託研究の件数は増加傾向にある。受託研究では，県

内の民間企業・地方公共団体からの受託が多数を占めている。また外部資金の獲得金額としても，年度により

ばらつきがあるものの，全体としては増加傾向にある。 

各種の地域イベントに参加し，地域産業界や各種団体と交流を深めている。研究成果はイヴイングセミナー

などで，一般市民にもわかりやすく公開している。 

 

選択的評価事項Ｂ 正規課程の学生以外に対する教育サービスの状況 

「技術交流やさまざまな講座を開いて地域社会との交流を深め，地域の発展を目指す」ことを目的に，テク

ノセンターを中核として正規課程の学生以外に対し，各種の教育サービスを実施している。その主なものは，

公開講座，技術講演会，イヴニング・セミナー，親子で楽しむロボット教室，中学生を対象とした出前授業・

トライやるウィーク，一般社会人も参加可能な知的財産セミナーや技術実習講座（人材育成事業）がある。こ

の他，近隣の小学校の総合学習への協力や，兵庫県のスーパーサイエンスハイスクールでの理数教育の普及な

どへの協力も行っている。 

また，兵庫産学交流会，技術シーズセミナー，技術交流懇談会等において，企業の技術者を対象に，本校教

員の技術シーズを発信することを目的とした専門的な技術講演会を開催している。上記以外の正規課程の学生

以外に対する教育サービスとしては一般市民に対する図書館開放，研究生・聴講生・科目等履修生の受け入れ

がある。 

実施した教育サービスの内容は多岐に渡り，対象となる受講者も幼児，小中高校生，一般社会人，中小企業

の技術者など広範囲に及んでいる。開催した公開講座や技術講座の参加者に行ったアンケートの分析結果から，

どの教育サービスに対しても受講者の満足度は良好であり，いずれも設定した目的を達成できていると評価で

きる。一方，受講者数や参加者からの要望事項については，テクノセンター委員会から，関係学科や関係教員
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にフィードバックするシステムがあり，以降の講座を改善するために活用されている。 
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